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営業外費用及び特別損失の発生ならびに業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、平成 23 年 12 月期（平成 23 年１月１日～平成 23 年 12 月 31 日）において営業外費用及び特別損

失が発生することとなりましたので、その概要をお知らせするとともに、平成 23 年２月 14 日に公表しまし

た通期業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１． 営業外費用（為替差損）の計上 

昨今の急激な為替相場の変動により、平成 23 年 12 月期（平成 23年１月１日～平成 23 年 12 月 31 日）の

連結決算において為替差損 81 百万円を営業外費用に計上することとなりました。 

なお、上記金額は平成 23 年 12 月期第３四半期末時点での為替相場により算出した換算損失であり、平成

23 年 12 月期末の為替相場によって為替差損益の額は変動いたします。 

 

２． 特別損失の発生 

当社は、当社の連結子会社である GUIYOU Information Technology Ltd.から中国国内の提携会社である寧

波成功多媒体通信有限公司（以下「成功社」といいます。）を介し中国におけるオンラインゲーム事業を展

開してまいりましたが、市場競争の激化に伴う業績低迷により事業回復の兆しが見えず、また上記連結子会

社が貸付けている成功社の親会社への当該オンラインゲーム事業の運営資金についても、貸付先における今

後の資金調達が困難となる可能性が高まったため、その回収可能性の見直しを行いました。 

その結果、貸倒引当金繰入額（特別損失）約 600 百万円が連結・個別決算共に発生する見込みとなりま 

した。 

なお上記金額は、平成 23 年 12 月期第３四半期末時点での為替相場により算出した損失見込額であり、平

成 23 年 12 月期末の為替相場によって当該損失見込額は変動いたします。 

    

 

 

 

 

 

 

 



３．平成 23 年 12 月期 連結業績予想の修正 

 (1)連結業績予想（平成 23 年１月１日～平成 23 年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 百万円 

7,500 
百万円 

560 
百万円 

620 
百万円 

260 
円 銭 

4,552.93 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 7,377 33 △57 △1,024 △17,937.49 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △122 △526 △677 △1,284 － 

増 減 率            （％） △1.6 △94.0 － － － 

（ご参考）前期実績 
（平成 22年 12 月期） 6,361 66 △4 △661 △11,376.58 

 
(2)個別業績（平成 23 年１月１日～平成 23 年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 百万円 

1,000 
百万円 

40 
百万円 

70 
百万円 

60 
円 銭 

1,032.59

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 713 △171 8 △825 △14,447.22

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △286 △211 △61 △885 － 

増 減 率            （％） △28.6 － － － － 

（ご参考）前期実績 
（平成 22年 12 月期） 1,177 △36 △43 127 △2,193.67 

 

 ４．修正の理由 

 個別決算における売上高につきましては、国内における新規タイトルの稼働の遅延により低調に推移している

ことから、当初の予想を下回る見込みであります。 

営業利益につきましては、コスト削減効果の発現の遅れに加え、特に海外での広告宣伝費の予想を上回る増加

に伴い連結・個別業績ともに当初予想を下回る見込みであります。 

また、経常利益につきましては、「1．営業外費用（為替差損）の計上」に記載の通り、最近の円高進行による

為替差損の発生及び持分法による投資損失の計上により当初予想を下回る見込みであります。 

当期純利益につきましても、「2.特別損失の発生」に記載の通り、貸倒引当金繰入額の発生により当初予想を

下回る見込みであります。 

  

 

（注）上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって  

異なる結果となる場合があります。 

 

以 上 


